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〜KK2「共に考え、共に学ぶ」ボランティア～ 
平成25年度11月「デジタル公民館まっさき」活動 

 陸前高田の岩手県立高田病院は、震災当日164名がヘリコプターで救助
されましたが、患者や職員25名は病院の内外で亡くなられています。 
 このこと自体は大変不幸なことではありますが、震災以降、多くの医療
関係者が東北に集まることで、地域医療の大切さが見つめなおされる
きっかけともなっています。 
 高田病院はもともと「高齢者にやさしい病院づくり」を目指していまし
たが、震災後は仮設住宅への訪問診療、健康講演、また高齢者・被災者
の生活不活発病予防や生きがいづくりのため医師と高齢者が一緒に農作
業を行う「はまらっせん農園プロジェクト」など、地域医療のイノベー
ションを模索し、成果もあげています。 
 そんな高田病院の3.11体験とその後の地域再生・復興に向けた取り組み
を伺います。 
 

講師 石木幹人 (県立高田病院 前院長／医療局理事・ 
                 リハビリテーション科長) 
 

岩手県立高田病院    http://www.takata-hp.com/ 
岩手県立高田病院Facebook   https://www.facebook.com/Hosp.TAKATA  

はまらっせん農園プロジェクトFacebook https://www.facebook.com/Hamarassen 

 

内容 

主催・問い合わせ先：霞が関ナレッジスクエア http://www.kk2.ne.jp/ 
           電話  03-3288-1921  FAX  03-5157-9225 
デジタル公民館まっさき公式サイト http://www.massaki.jp/ 
Facebookページ https://www.facebook.com/digitalmassaki/ 
活動場所 ：大船渡市末崎地区公民館（まっさき ふるさとセンター） 
      岩手県大船渡市末崎町字平林81 電話／FAX 0192－29－2955 

場所 

まっさき ふるさとセンター 
  

11月10日(日) 
 14：00 〜 16：00 

日時 

「気仙に学ぶ！」プログラム 

石木幹人 高田病院 前院長 講演 


